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　主専攻プログラム　モデル体系図 （法政総合プログラム） 別紙２-１

(例) 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 (◎)必修科目 (○)選択必修科目   (△)選択科目

１年 ２年 ３年 ４年

演習１(△)・演習２(△) 演習３(△)・演習４(△)

演習１(△)・演習２(△) 演習３(△)・演習４(△)

演習１(△)・演習２(△) 演習３(△)・演習４(△)

手形法(△)・商取引法(△)・倒産処理
論(△)

基本的人権１(△)・基本的人権２(△)

少年法(△)・物権法(△)・債権法
(△)・契約法(△)・親族法(△)・相続
法(△)・行政法１(△)・行政法２(△)・
行政法３(△)・刑事訴訟法(△)・民事
訴訟法２(△)・国際私法(△)

国際政治学(△)・行政学(△)・アジア
政治の基礎(△)・社会学２(△)・社会
保障論(△)・法社会学(△)

演習１(△)・演習２(△) 演習３(△)・演習４(△)

(英語)コミュニケーションⅢ(○)

国際法１(△)・国際法２(△)・政治過
程論(△)・安全保障論(△)・国際政治
経済学(△)・政策システム論(△)・ア
ジア政治経済論(△)

(基盤科目)法学基礎(○)・刑事法原
論(○)・政治学基礎(○)・社会学基礎
(○)

平和科目(○)

政治学原論(△)・社会学１(△)

財産法入門(△)・民法総則(△)
刑法総論(△)・刑法各論(△)・税法１
(△)・税法２(△)・民事訴訟法１(△)

統治システム論(△)

領域科目(○)

総合科目(○)

教養ゼミ(◎)

 
 

実
践
的
能
力
・
技
能

法学・政治学・社会学を中心とした
社会科学における基本的諸視点に
関する知識・理解

法制度の体系的理解に不可欠な基
本的知識・理解

各科目に応じた基礎学問の論理的
骨格や体系及び学問形成に必要な
知識・技術を理解・習得し，説明で
きる

特定のテーマに関する報告ないし
発表において、自己の研究成果や
具体的解決の提案を、ディスカッ
ションを含めて、効果的にプレゼン
テーションすることができる

論拠を明らかにした議論や効果的
なプレゼンテーションを行うことがで
きる

現代の政治、社会、国際情勢に関
する諸問題について、資料・情報を
批判的に分析・検討することができ
る

法、政治、企業活動、現代社会の情
勢に関する諸問題の分析・検討を
行い、関連する制度や法規を適切
に対応させることなどを通して、論
点を整理することができる

法、政治、企業活動、現代社会の情
勢に関する様々な問題について、
批判的に考察し、自己の主張を説
得的に展開して、問題解決の方向
を示すことができる

現代の企業が抱える諸問題につい
て、資料・情報を批判的に分析・検
討することができる

法制度の体系的理解にもとづき論
理的思考を展開することができる

特定の学際的・総合的なトピックス
又は研究の最前線や社会問題のト
ピックスについて，複数の視点から
説明できる

現代の政治過程の動態、社会構造
の内容、国際情勢に関する基本的
知識・理解

外国語を活用して，口頭や文書で
日常的なコミュニケーションを図るこ
とができる

各学問領域について，その形成過
程・発展過程を説明できる

総
合
的
能
力
・
技
能

現代社会が抱える諸問題の中から
テーマを見つけ、資料・情報を収
集・分析して報告し、レポートとして
まとめることができる

知
的
能
力
・
技
能

(専門教育における)
学習の成果

教養教育
到達目標

体力・健康づくりの必要性を科学的
に説明できる

企業活動に関する法的な基本的知
識・理解

多角的な視点から平和について考
え，自分の意見を述べることができ
る

知
識
・
理
解

法制史(△)・政治思想史１(△)・政治
思想史２(△)・法哲学(△)・日本政治
史(△)・西洋政治史(△)・外交史(△)

(英語)コミュニケーション基礎(△)・コ
ミュニケーションⅠ(○)・コミュニケー
ションⅡ(○)

現代の国内、国際社会の成立基盤
についての歴史的、思想的淵源に
関する基本的知識・理解

健康スポーツ科目(講義科目)(△)

複数の外国語を活用することで，多
くの言語や文化を理解できる

初修外国語(△)

会社法１(△)・会社法２(△)・労働法
(△)・労働組合法(△)・国際取引法
(△)

健康スポーツ科目(実習科目)(△)

情報を活用するためのモラルと社
会的課題について理解し，説明でき
る

(情報科目)情報活用概論(△)

社会科学に関する資料・情報の整
理・分析を行い、問題点を発見する
ことができる

外国書講読(△)・社会調査論(△)・法
社会学応用(△)

スポーツの実践を通じて，生涯にわ
たってスポーツを楽しむ意義や，マ
ナー・協調性などの重要性を理解
し，説明できる
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